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三

九

二
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に

つ

い

て

共
同
抵
当

の
目
的
不
動
産

の
全
部
又

は

一
部
を
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者
以
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者
が
提
供
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合

の
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検
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〉

一
、
同

一
の
債
権

の
担
保
の
た
め
数
個
の
不
動
産

の
上

に
設
立
さ
れ
た
抵
当
権
を
共
同
抵
当
権
と
称
す
る
が
、
共
同
抵
当
の
目
的
不
動
産

の

↓
部
又
は
全
部
が
債
務
者
以

外

の
者

の
所
有
物

で
あ

る
場
合

に
、
民
法
三
九

二
条

二
項
の
適
用
は
な
い
と
す
る
の
が
古
く

か
ら

の
判
例

の
見
解

で
あ
り
、
学
説
も
大
勢

に
お
い
て
半
例

の
見
解

に
賛
成

し
て
お
り
、
こ
の
問
題
は
結
着
し
て
い
る
と
の
評
も
あ
る

(担
保
法
大
系
第

一
巻
七

=
二
頁
)
。
し
か
し
、
制
例

の
見
解

に
は
理
論
的

に
疑
問
と
思
わ
れ
る
点
が

あ

り
、

ま
た
民
事
執
行
法
と

の
関
係
上

の
問
題
も
あ
る
の
で
、
敢
え
て
取
上
げ
る
も

の
で
あ

る
。

二
、
ま
ず
、
共
同
抵
当
権

の
目
的
不
動
産

の

一
部
に
つ
き
競
売
配
当
が
な
さ
れ

る
所
謂
異
時
配
当

に
つ
い
て
の
制
例

の
見
解
を
整
理
す
る
。

ω
、
債
務
老
甲
所
有

の
不
動
産
ω
、
回
に
対
し
て
債
権
者
A
が
共
同
抵
当
権
を
有
し
、
後
順
位
抵
当
権
者
B
が
ω
不
動
産

に
つ
い
て
の
み
抵
当
権
を
有
す

る
場
合

(以
下

ω

の
ヶ
ー
ス
と

い
う
)

に
お
い
て
、
ω
不
動
産

に
つ
い
て
競
売
が
な
さ
れ
、
A
が
優
先
弁
済
を
受
け
る
と
、
B
は
民
法

三
九

二
条

二
項
に
ょ
り
、
回
不
動
産

に
対
す
る
A

の
債
権
の
割
付
負
担
額
に
つ
き
A
に
代
位
す
る
。

㈲
、
し
か
し
債
務
者
甲
所
有

の
ω
不
動
産
と
物
上
保
証
人
乙
所
有

の
回
不
動
産
と
に
対
し
債
権
者
A
が
共
同
抵
当
権
を
有
し
、
債
権
者
B
が
ω
不
動
産

の
み
に
後
順
位
抵

当
権
を
有
す

る
場
合

(以
下
②

の
ケ
ー
ス
と
い
う
)

に
お
い
て
は
、
民
法

三
九

二
条

二
項

の
適
用

は
な

い
。
ま
ず
ω
不
動
産

の
競
売
が
な
さ
れ
、
債
権
者
A
は
優
先
弁
済
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を
受
け
、
債
権
者
B
は
満
足
を
得
ら
れ
な
く
て
も
、
回
不
動
産
に
対
す

る
債
権
者
A
の
割
付
額
に

つ
き
B
が
A
を
代
位
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
回
不
動
産

に
つ
い

て
ま
ず
競
売
が
な
さ
れ
、
債
権
者
A
が
優
先
弁
済
を
受
け
た
と
き
、
物
上
保
証
人
乙
は
民
法

五
〇
〇
条

に
よ
り
共
同
抵
当
権
老
A
が
ω
不
動
産

に
有
し
た
抵
当
権
の
全
額

に
つ
い
て
代
位
し
、
B
に
優
先

し
て
弁
済
を
受
け
得
る

(
以
上
ω
②
最
高
裁
昭
和
四
四
年
七
月
三
日
付
判
決
民
集

二
三
巻
八
号

一
二
九
七
頁
、
同
旨
大
審
院
昭
和
四
年

一

月
三
〇

日
付
判
決
法
律
新
聞

二
九
四
五
号

一
二
頁
)
。

③

、
右
②
の
ケ
ー
ス
で
債
権
者
B
も
ω
、
回

の
各
不
動
産

に
共
同
抵
当
権

(
A
よ
り
後
順
位
)
を
有
す

る
場
合

(以
下
㈲

の
ヶ
ー
ス
と

い
う
)
に
お
い
て
、
民
法
三
九
二

条

二
項

の
適
用

は
な
い
が
、
回
不
動
産

に
対
し
て
競
売
が
な
さ
れ
、
債
権
者
A
が
優
先
弁
済
を
受
け
る
と
、
物
上
保
証
人
乙
は
民
法

五
〇

一
条

に
よ
り
債
権
者
A
の
先
順

位
抵
当
権
を
取
得
す
る
が
、
民
法
三
九

二
条

二
項

の
規
定

の
趣
旨

に
か
ん
が
み
右
代
位
取
得
し
た
抵
当
権
は
後
順
位
抵
当
権
者
B
の
債
権
を
担
保
す
る
も

の
と
な
り
、
後

順
位
抵
当
権
者
B
は
民
法
三
七

二
条

、
三
〇
四
条

一
項
本
文
の
規
定
に
ょ
り
物
上
代
位
す
る
の
と
同
様

に
、
物
上
保
証
人
乙
が
右
取
得
し
た
A
の
抵
当
権

か
ら
優
先
弁
済

を
受
け
得
る

(
最
高
裁
昭
和

五
三
年
七
月
四
日
付
判
決
民
集

三
二
巻
五
号
七
八
五
七
頁
)
。

ω
、
物
上
保
証
人
乙
所
有
不
動
産
ω
と
同
じ
く
物
上
保
証
人
丙
所
有
不
動
産
回

に
対
し
債
権
者
甲

に
対
す

る
債
権
者
A
の
共
同
抵
当
権
が
設
立
さ
れ
、
回
不
動
産

に
つ
き

債
務
者
丙
に
対
す

る
債
権
者
B
の
後
順
位
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
場
合

(
以
下
ω
の
ヶ
ー
ス
と

い
う
)

に
お

い
て
、
民
法
三
九
二
条

二
項

の
適
用
は
な

い
け
れ
ど
、
回
不

動
産
が
ま
ず
競
売
さ
れ
、
債
権
者
A
が
優
先
弁
済
を
受
け
た
と
き
、
物
上
保
証
人
丙
は
民
法

五
〇

一
条
四
号
、
三
号
に
よ
り
A
の
ω
不
動
産

に
対
す
る
先
順
位
抵
当
権
を

割
付
額

の
限
度

で
代
位
取
得
す

る
が
、
民
法
三
九
二
条

二
項

の
立
法
趣
旨

よ
り
し
て
、
右
代
位
取
得
さ
れ
た
抵
当
権
は
B
の
債
権
を
担
保
す

る
も

の
で
あ
り
、
民
法
三
七

二
条
、
三
〇
四
条

一
項

の
規
定

に
ょ
る
物
上
代
位
を
な
す
と
同
様
の
結
果
と
な
り
、
B
は
丙
に
移
転
し
た
先
順
位
抵
当
権
の
実
行
に
ょ
り
右
割
付
限
度
額

で
優
先
弁
済
を

受
け
得

る

(
大
審
院
昭
和

=

年

一
二
月
九
日
付
判
決
民
集

一
五
巻
二

一
七

一
頁
)
。

三
、
右

の
と
お
り
判
例
は
、
共
同
抵
当
権

の
目
的
不
動
産

の
所
有
者
が
債
務
者
だ
け
で
な
い
場
合
に
、
民
法

三
九

二
条

二
項

の
適
用
を
否
定
す
る
。
そ
の
理
由
は
②

の
ケ

ー
ス
に
示
さ
れ

る
と
お
り
、
物
上
保
証
人
は
そ
の
担
保
提
供
に
よ
る
求
償
権
に
つ
き
、
債
務
者

の
提
供
す
る
担
保
物

か
ら
満
足
を
受
け
得
る
と
期
待
す

る
の
で
あ
り
、
債

務
者
の
事
後
の
行
為

に
よ

っ
て
後
順
位
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
、
民
法
三
九

二
条

二
項
に
ょ
る
負
担
割
付

に
よ

っ
て
右
期
待
が
裏
切
ら
れ
る
の
は
酷
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ

る
。
判
例

は
右

の
理
由

に
よ
り
、
第

二
順
位

の
抵
当
権
者

の
す
る
代
位
と
物
上
保
証
人

の
と
す
る
代
位
が
衝
突
す
る
場
合
に
は
、
後
者
が
保
護
さ
れ
る
と
判
示
す
る
が
、

こ
れ
は
、
こ
の
場
合
に
は
民
法
三
九

二
条

二
項

の
適
用
を
排
除
す

る
趣
旨
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が

で
き

る
。
そ
し
て
判
例

は
、
こ
の
考
え
方
を
②

の
ケ
ー
ス
以
外

に

民
法
三
九
二
条
に
つ
い
て
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大
手
前
女
子
短
期
大
学

・
大
手
前
栄
養
文
化
学
院

「
研
究
集
録
」

も
拡
大

一
般
化
し
、
民
法
三
九

二
条

二
項
の
適
用
さ
れ
る
の
は
共
同
抵
当
権

の
目
的
物
が
全
て
債
務
者
の
所
有
す
る
場
合
に
限
る
と
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
、
即
ち
目
的

物

の

一
部
又
は
全
部
が
物
上
保
証
人

の
所
有
物

で
あ
る
場
合

に
は
同
条
を
適
用
し
な

い
と
す

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
右

の
よ
う
に

一
般
化
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
⑧
、
ω

の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
民
法

三
九

二
条

二
項
を
適
用
し
な

い
こ
と

に
よ
り
、
明
ら
か
に
不
当
と

い
わ
ざ

る
を
得
な

い
結
果
が
生
じ
る
の
で
、
判
例
は
右

の
結
果
を
回
避
す
る
た
め
に
、
民
法
五
〇

一
条

に
よ
り
物
上
保
証
人
が
代
位
取
得
す

る
先
順
位
抵
当
権
に
対
し
、
後
順
位

抵
当
権
者
が
民
法
三
七

二
条
、
三
〇
四
条
に
ょ
る
物

上
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
実
質
的

に
認
め
る
と
い
う
操
作
に
よ
り
、
㈹
、
ω

の
ヶ
ー
ス
に
お
い
て
民
法
三
九

二

条

二
項
を
適
用
す

る
の
と
同
じ
結
果
を
導

い
て
い
る
。
判
例

に
お
い
て

「
…
…
民
法
三
九

二
条

二
項
の
規
定
が
後
順
位
抵
当
権
者

の
保
護
を
図

っ
て
い
る
趣
旨

に
か
ん
が

み
…
…
」
と
し
て
い
る
と
お
り
、
右

の
操
作
が
民
法
三
九

二
条

二
項
を
適
用
す
る
の
と
同
じ
結
果
を
得
よ
う
と
企
図
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ

る
。

こ
の
判
例
の
見
解
に
つ
い
て
、
特

に
前
記
理
由
づ
け
に
つ
き
多
数

の
学
説
が

こ
れ
を
説
得
力
あ
る
も

の
と
し
て
賛
成
し
て
い
る

(
我
妻
新
訂
担
保
物
権
法

四
五
六
頁
、

抽
木
高
木
担
保
物
権
法
三
七
八
頁
等
)
。
し
か
し
鈴
木
禄
弥
抵
当
制
度

の
研
究

二
三

二
頁
以
下
、
鈴
木
正
和
手
形
研
究

一
九
巻

=
二
頁
等

の
反
対
説
も
あ
る
。

四
、
思
う
に
、
民
法
三
九

二
条

二
項

の
適
用
を
除
外
す
る
判
例

の
理
由
づ
け
は
、
②

の
ケ
ー
ス
の
場
合
に
は
と
も
か
く

(②

の
ケ
ー
ス
で
も
括

一
的
扱
い
に
疑
問
が
あ

る

こ
と
後
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
)
、
㈹
、
㈲
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
同
条
項

の
適
用
を
排
除
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
㈲
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、

物

上

保
証
人
乙
は
そ

の
所
有
す
る
不
動
産
回
に

つ
い
て
も
後
順
位
抵
当
権
者
B
の
た
め
に
共
同
抵
当
権
を
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
自
ら

の
意
思

で
回
不
動
産
を
担
保
提
供

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
㈲
の
ケ
ー
ス
の
判
例
の
い
う

「
期
待
」
が
債
務
者

の

一
方
的
事
後
行
為

に
よ

っ
て
覆
え
る
と

い
う
場
合
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
㈲
の

ケ
ー
ス
で
は
、
先
順
位
抵
当
権
者
A
の
共
同
抵
当
物
件
は
乙
、
丙
の
両
物
上
保
証
人
が
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
乙
、
丙
は
丙
い
に
相
手
方

に
対
し
全
額
負
担
を
要

求
し
得

る
立
場
で
は
な
く
、
双
方
が
割
付
額
に
ょ
る
負
担
な
い
し
求
償
を
期
待
し
得

る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
場
合
全
額
求
償
な

い
し
補
償

の
期
待
が
事
後

的
に
消
滅
す

る
と

い
う
問
題
は
あ
り
え
な

い
の
で
あ
る
。

そ
う
と
す
れ
ば
、
⑧
、
ω
の
ケ
ー
ス
の
場
合
に
判
例
が
、
②

の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
民
法
三
九

二
条

二
項
の
適
用
を
排
除
す

る
根
拠

は
不
明
で
あ

る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ず

(
む
し
ろ
判
例
は
ω
の
ヶ
ー
ス
で
同
条
項
を
実
質
的

に
適
用
す
べ
き
根
拠
を
種

々
説
示
し
て
い
る
)
、
㈲

の
ケ
ー
ス
で
示
さ
れ
た
理
由
に
よ
り
、
同
条
項
を
、

共
同
抵

当

権

の
目
的
不
動
産
全
部
が
債
務
者
の
所
有
す

る
場
合
に
限
り
適
用
し
、
そ
れ
以
外

の
場
合

に
は
適
用
し
な
い
と

一
般
化
す
る
こ
と

に
は
疑
問
が
あ
る
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な

い

。
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五
、
次
に
判
例
は
、
㈲
、
ω
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
民
法

三
九

二
条

二
項
を
適
用
し
な

い
こ
と

に
よ
る
結
果
の
不
当
性
を
回
避
す
る
た
め
、
物
上
保
証
人
が
債
務
者
又
は
他

の
物
上
保
証
人

に
対
し
て
、
民
法
五
〇

一
条

に
よ

っ
て
代
位
取
得
し
た

一
番
抵
当
権

に
つ
き
、
後
順
位
抵
当
権
者
が
民
法
三
七
二
条
、
三
〇
四
条

に
よ
り
物
上
代
位
す
る

こ
と
を
認

め
よ
う
と
す
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
物
上
代
位

の
適
用

に
つ
き
疑
問
が
あ

る
。

8
、
周
知

の
と
お
り
民
法
三
〇

四
条

の
物
上
代
位

の
本
質
論
に
は
二
説
あ
り
、

一
説
は
、
担
保
物
権
は
目
的
物

の
交
換
価
値
を
把
握
す
る
権
利

(価
値
権
)

で

あ

る

か

ら
、
担
保
物

の
価
値
が
金
銭
そ
の
他

へ
形
態
を
変
じ
た
と
き
は
、
目
的
物

の
交
換
価
値
が
具
現
し
た
も

の
で
あ
り
、
担
保
権
は
そ

の
代
替
物

の
上
に
当
然
に
及
ぶ
と
す
る

も

の
で
あ
り
、
価
値
権
説
と
呼
ば
れ

る
。
も
う

一
説
は
、
担
保
物
権
も
物
権
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
目
的
物
が
消
滅
す
れ
ば
物
権
も
消
滅
す

る
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
担
保

物
権
を
保
護
す
る
た
め
民
法
が
特
則
を
設
け
て
担
保
権

の
優
先
権
を
認
め
た
の
が
物
上
代
位
権

で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
物
権
説
又
は
特
権
説
と
呼
ぽ
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
本
質
論
の
違
い
を
前
提
と
し
て
、
物
上
代
位
権

の
及
ぶ
範
囲
、
或

い
は
権
利
行
使

の
要
件
、
手
続
さ
ら
に
こ
れ
に
関
す

る
差
押
の
意
義
効
力
な
ど
に
つ
い

て
相
異
し
た
結
論
が
主
張
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
本
来
右
の
本
質
論
と
右

の
各
結
論
と
の
間

に
は
論
理
的
必
然
性
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
要
は
相
当
性
、
価
値
観
の
問
題

で

あ

る

(筆
者
大
手
前
論
集
第

一
九
巻

一
五
七
頁
以
下
)
。
そ

の
場
合
価
値
権
説
で
は
、
物
上
代
位
権
の
及
ぶ
範
囲
、
或
い
は
差
押

の
意
義
効
力
な
ど
に

つ
い
て
、

割
合

的

に
幅
広
く
認
め
る
の
に
対
し
、
特
権
説

で
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
狭
く
解
釈
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
が
概
略
的
に
言

い
得
る
で
あ

ろ
う
。

口
、
そ
こ
で
後
順
位
抵
当
権
者
が
物
上
保
証
人

の
取
得
し
た
抵
当
権
に
物
上
代
位
す

る
と
す

る
判
例
の
見
解
は
、
特
権
説

で
は
勿
論
、
価
値
権
説
に
よ

っ
て
も
相
当
性
を

欠
く
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

け
だ
し
物
上
代
位
権
は
、
担
保
物
権
の
目
的
物
が
殿
損
、
滅
失
、
売
却
等
さ
れ
、
本
来
の
目
的
物

に
対
す
る
担
保
物
権

の
行
使
が
不
能
と
な

っ
た
場
合
に
、
そ
の
価
値

に
代
わ
る
も

の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
担
保
物
権
の
本
来
の
効
力
と
し
て
発
生
す

る
と
み
る
か
、
法
が
特
別

に
認
め
た
も

の
と
解
す

る
か
は
こ
の
点

で
は
関
係
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
判
例
の
見
解
は
、
目
的
物

に
対
す

る
抵
当
権
が
実
行
さ
れ
、
抵
当
権
は
目
的
を
達
し
て
消
滅
す
べ
き
後

に
お
い
て
ま

で
、
満
足

な
弁
済
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
後
順
位
抵
当
権
者

に
物
上
代
位
権
を
認
め
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
見
解
は
物
上
代
位

の
制
度

の
本
来

の
趣
旨
を
暦
越
す
る
も

の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

口
、
ま
た
物
上
代
位
権
の
対
象
と
な
る
も

の
は
、
金
銭

の
支
払
請
求
権
、
又
は
物

の
引
渡
請
求
権
に
限
ら
れ

る

(
我
妻
前
記

二
八
四
頁
)
。

こ
れ
は
民
法
三
〇

四

条

一
項

本
文

の
文
言
上
明
ら
か
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
同
但
書

に
お
い
て
、
払
渡
、
引
渡
前

に
差
押
え
る
こ
と
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
う
解
す
る
の
が
相
当

民
法
三
九
二
条
に
つ
い
て
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で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
⑧
、
ω

の
ケ
ー
ス
の
判
例
は
、
後
順
位
抵
当
権
者

は
、
物
上
保
証
人
が
民
法
五
〇

一
条

に
よ
り
代
位
取
得
し
た
先
順
位
抵
当
権
に
対
し
て
物
上
代
位
す
る

と
解
す
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
物
上
代
位
の
対
象
と
し
て
、
請
求
権

で
は
な
く
し
て
、
抵
当
権
を
認

め
る
と
い
う
こ
と
は
、
民
法
三
〇
四
条

の
本
来
の
意
図
す
る
範
囲

を
逸
脱
す

る
も

の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

四
、
さ
ら
に
物
上
代
位
権

の
対
象

で
あ
る
請
求
権
が
、
差
押
前

に
第
三
者

へ
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
物
上
代
位
権

は
消
滅
す

る
と
解

せ
ら
れ
て
い
る

(
大
審
院
昭
和
五
年

九
月

二
一ご
日
付
判
決
等
、
吉
野
担
保
法
大
系
第

一
巻
三
七
九
頁
、
但
し
反
対
抽
木
高
木
前
掲

二
七
五
頁
)
。

㈹

の
ヶ
ー
ス
の
判
例
は
、
物
上
代
位
の
対
象
で
あ
る
抵
当
権
が
他

へ
譲
渡

せ
ら
れ
た
場
合

で
も
、
後
順
位
抵
当
権
者
は
差
押
も
登
記
も
な
く
し
て
優
先
弁
済
を
主
張
し

う
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は
右

の
物
上
代
位

に
関
す

る

一
般
化
的
考
え
方
に
反
す

る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
判
例
の
見
解

に
つ
き

、
そ
の
理
論
的
根
拠
は
明
ら
か
で
な

い
と
評

さ
れ
て
い
る
が

(
石
田
喜
久
夫
判
例
時
報
九

二
八
号

一
五
七
頁
)
、
少
く
と
も
抵
当
権
に
対
す
る
差
押
と
い
う

こ
と
は
民
法

三
〇

四
条

の
予
測

せ
ざ
る
こ
と
で
あ

ろ

う
。

要
す
る
に
対
象
を
請
求
権
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
物
上
代
位

の
制
度

の
な

か
に
抵
当
権
と
い
う
異
物
を
持
込
む

こ
と

に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

囚
、
右

に
関
連

し
、
判
例

の
見
解

の
よ
う
に
物
上
保
証
人
が
代
位
取
得
し
た
抵
当
権
の
上

に
後
順
位
抵
当
権
老
が
物
上
代
位
す

る
と
解
す
る
場
合
、
そ
の
実
行
手
続

に
疑

問
が
あ
る
。

民
法

三
〇

四
条

の
物
上
代
位
権
の
行
使
手
続
は
、
通
常
は
民
事
執
行
法

一
九
三
条

に
よ
り
債
権
に
対
す
る
執
行
手
続

に
よ
る
も

の
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
判
例
の
見

解

の
よ
う

に
物
上
代
位

の
目
的
と
し
て
抵
当
権
を
認
め
る
場
合

に
は
、
そ

の
行
使
手
続

は
民
事
執
行
法

一
八

一
条

の
不
動
産

に
対
す

る
担
保
権
実
行
手
続

に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

D
、
そ

こ
で
ま
ず
問
題

は
、
動
産
先
取
特
権
に
も
と
つ
く
物
上
代
位
権
の
行
使

に
つ
き
、
最
近
の
下
級
審

の
判
例
は
、
差
押
を
あ
た
か
も
第

三
者
対
抗
要
件
の
よ
う
に
扱

い
、
差
押
を
も

っ
て
権
利
主
張
の
前
提
要
件
で
あ
る
と
し
、
し
か
も
民
事
執
行
法
が
制
定
さ
れ
た
現
在
で
は
、
右
差
押

は
同
法

一
九
三
条

に
よ
る
差
押
を
唯

一
の
方
法
と

解
し
て
い
る

(
東
京
地
裁
昭
和
五
九
年
五
月
三
二

日
付
決
定
判
例
タ
イ
ム
ス
五
三
〇
号
二
七
九
頁
、
大
阪
地
裁
同
年

一
二
月

一
八
日
付
決
定
金
融
法
務
事
情
五
五
四
号
三

三
四
頁
、
東
京
地
裁
同
六
〇
年
三
月
九
日
付
決
定
判
例
タ
イ

ム
ス
五
五
〇
号
三
二

一
頁
等
)
。
こ
れ
ら

の
下
級
審

の
判
例

の
見
解
は
動
産
先
取
特
権
に
よ
る
物
上
代

位

に

関
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
不
動
産
を
対
象
と
す

る
抵
当
権

に
ょ
る
物
上
代
位

の
場
合

に
も
同
様
に
解
す
る
で
あ

ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
右
下
級
審

の
判
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例

の
見
解

の
立
場

に
お
い
て
、
果
し
て
物
上
代
位
権
行
使

の
手
続
と
し
て
、
右

の
よ
う
に
民
事
執
行
法

一
八

一
条

に
よ
る
手
続
を
認
め
る
余
地
が
あ
る
の
か
、
疑
問
で
あ

る
と

い
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
同
時

に
、、
右
見
解

に
お
い
て
そ
も
そ
も
抵
当
権
を
物
上
代
位

の
対
象
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
す
で
に
あ
り
え
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

㈲
、
右
下
級
審

の
判
例

の
見
解

は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
後
順
位
抵
当
権
者

の
抵
当
権
に
対
す
る
物
上
代
位

の
権
利
行
使

に
つ
い
て
、
そ
の
手
続
に
疑
問
が
あ
る
。

ω

の
ヶ
ー
ス
で
物
上
保
証
人
丙

の
代
位
取
得
し
た
債
権
者
A
の
抵
当
権
に
つ
き
、
後
順
位
抵
当
権
者
B
が
物
上
代
位
す
る
と
解
す
る
と
し
て
も
、
ω

の
ケ
ー
ス
の
判
例

が
判
示
す
る
と
お
り
、
物
上
代
位
に
よ

っ
て
目
的
抵
当
権
が
丙
か
ら
B
に
移
転
す
る
の
で
は
な

い
。
そ

の
権
利
関
係

は
転
抵
当
に
似
て
い
る
が
勿
論
転
抵
当

で
は
な
い
。

し
た
が

っ
て
ω
不
動
産
に
対
す

る
競
売
手
続

に
つ
い
て
、
B
が
抵
当
権
者
又
転
抵
当
権
者
と
し
て
、
そ

の
申
立
又
は
配
当
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

而
る
と
こ
ろ
民
事
執
行
法
に
よ
り
B
が
ω
不
動
産

に
つ
い
て
競
売

の
申
立
又
は
配
当
加
入
を
す

る
た
め
に
は
、
B
の
担
保
権
が
登
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

(同
法

一
八

一
条

一
項
三
号
、
五

一
条
)
。
右
判
例
は
物
上
代
位

は
権
利
移
転

で
は
な
い
か
ら
、
登
記
は
不
要
と
す
る
け
れ
ど
も
、
民
事
執
行
法
上

の
要
件
を
満
た

す

た

め
に
は
、
B
の
担
保
権
を
表
示
す
る
登
記
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
回
不
動
産

に
対
す
る
抵
当
権
登
記

の
み
を
も

っ
て
は
物
上
代
位

の
権
利
自
体
を
表

示
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
勿
論
で
あ

る
か
ら
、
民
事
執
行
法
上

の
要
件
は
満

た
さ
れ
な
い
と

い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。

そ
れ
ゆ
え
B
が
登
記
不
備

の
た
め
、
ω
不
動
産

に
対
す
る
競
売
手
続

に
参
加
し
得
な

い
間
に
手
続
が
進
行
し
、
丙
が
配
当
金
を
受
領
す
れ
ば
B
の
物
上
代
位
権
は
消
滅

す

る
こ
と
と
な
る
。

一
般

の
請
求
権
に
対
す
る
物
上
代
位

の
場
合

に
、
目
的
請
求
権

に
対
し
物
上
代
位
権
者
が
差
押
を
し
な
い
間

に
、

一
般
債
権
者

の
差
押
手
続
が
進
行

し
、
有
効
な
転
付
命
令
が
な
さ
れ
、
又
は
債
権
者
が
競
合
し
な

い
ま
ま
差
押
債
権
者
が
第

三
債
務
者
よ
り
取
立
を
得
れ
ば

(
民
事
執
行
法

一
五
五
条

二
項
)
、

こ
れ

ら
は

民
法
三
〇

四
条

の
払
渡

に
該
当
す

る
と
解

せ
ら
れ
、
物
上
代
位
権

は
消
滅
す
る
と
解

せ
ら
れ
る
が

(前
記
大
手
前
論
集
)
、
右

の
場
合
は
こ
れ
と
同
じ
関
係
で
あ

る
。

そ

れ
ゆ
え
か
か
る
結
果
を
免
れ

る
た
め
に
は
、
B
と
し
て
は
保
全
的
差
押
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ

の
対
象
な
い
し
手
続

に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

因
、
以
上
述
べ
た
点
だ
け

で
も
、
後
順
位
抵
当
権
者
を
保
護
す
る
た
め
物
上
代
位
の
理
論
を
用
い
る
判
例
の
見
解
は
理
論
的
に
不
明
確
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
判
例

は
右
に
関
し
民
法

三
七
二
条
、
三
〇

四
条
を
適
用
す
る
と
は
明
確

に
は
述

べ
ず
、
「
…
…
同
規
定

に
ょ
り
物
上
代
位
す
る
の
と
同
様
に
…
…
」
と
表
現
し
て
い

る

が
、
論

理
的
説
明
を
回
避
す
る
も

の
と
言
わ
ね
ぽ
な
ら
な

い
。

な
お
、
右

の
点
に
つ
い
て
、
筆
者
の
思
付
き
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
判
例
の
見
解
の
よ
う
に
、
後
順
位
抵
当
権
者

の
物
上
代
位

の
対
象
を
物
上
保
証
人

の
取
得
す
る
先
順

民
法
三
九
二
条
に
つ
い
て
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位
抵
当
権
と
す
る
の
で
は
な
く
、
右
対
象
を
物
上
保
証
人
の
取
得
す

る
債
権
者

の
先
順
位
抵
当
権
付
債
権
で
あ
る
と
構
成
す
る
と
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
前

記
日
に
つ
き

、
物
上
代
位

の
対
象

は
請
求
権
で
あ
る
こ
と
を
予
測
す
る
民
法
三
〇
四
条

の
適
用
が
可
能
と
な
る
し
、
ま
た
同
四

に
つ
い
て
も
、
差
押
が
こ
と
の
優
劣
を
決

定
す
る
ポ
イ

ソ
ト
と
し
て
実
効
性
を
有
す

る
本
来

の
機
能
効
用
を
発
揮
す

る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
被
担
保
債
権
に
対
す
る
差
押
、
転
付
命
令

に
よ

っ
て
、
後
順
位
抵
当

権
者
は
民
事
執
行
法

一
五
〇
条
、

一
六
四
条
に
よ
り
ω
不
動
産

に
対
す
る
嘱
託
登
記
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
後
順
位
抵
当
権
者
は
物
上
代
位
を
直
接
表
示

す

る
登
記
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
、
民
事
執
行
法

一
八

一
条
に
よ
る
担
保
権

(物
上
代
位
)

の
実
行
、
配
当
加
入
が
可
能
と
な
り
、
前
記
㈲

の
手
続
問
題
も
解
消
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
言
う
も
の
の
、
筆
者
と
し
て
は
前
記
口
の
点
か
ら
も
判
例
の
物
上
代
位

の
見
解
に
は
賛
成
し
か
ね
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

六
、
9
、
と

こ
ろ
で
右
の
判
例
は
共
同
抵
当

に
関
す

る
異
時
配
当

の
場
合
で
あ
る
が
、
同
時
配
当
の
場
合
に
お
い
て
民
法
三
九

二
条

一
項
の
適
用

の
有
無

に
つ
い
て
古

い

判
例

(
大
審
院
明
治

四
〇
年

五
月

一
六
日
付
判
決
民
録

一
三
輯
五

一
九
頁
)

は

「
民
法
三
九

二
条

ハ
数
人

ノ
抵
当
権
老

二
適
用

ス
ベ
キ
規
定

ニ
シ
テ
数
人

ノ
抵
当
不
動
産

ノ
所
有
者
間

二
適
用
ス
ベ
キ
規
定

二
非

ス
」
と
し
て
、
こ
れ
を
否
定
す

る
が
、
前
記
判
例
の
見
解
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
民
法
三
九

二
条

一
項
が
適
用
さ
れ

る
の
は
前
記
ω

の
ケ
ー
ス
で
、
共
同
抵
当
権

の
目
的
不
動
産
が

い
ず
れ
も
債
務
者
所
有

に
属
す
る
場
合

に
限
ら
れ
、
前
記
②
～
ω

の
よ
う
に
右
目
的
不
動
産

の

一
部
又
は
全
部
が
物
上
保

証
人
の
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
場
合

に
は
、
同
条
項
の
適
用
を
除
外
す

る
と
い
う

こ
と

に
な

ろ
う
。
け
だ
し
民
法
三
九

二
条

一
項
と
同
二
項

は
、
前
者
が
共
同
抵
当
に
お

け
る
同
時
配
当

の
規
定
が
あ
り
、
後
者
は
異
時
配
当
の
規
定
で
あ

っ
て
、
両
者
を
統

一
的
に
理
解
す

る
場
合
右

の
と
お
り
の
解
釈
と
な
る
か
ら

で
あ
る
。

ω
、
と

こ
ろ
が
、
実
務

の
扱

い
で
は
、
②

の
ケ
ー
ス
の
同
時
配
当

の
場
合

に
二
通
り
あ
る
。

④
は
民
法
三
九
二
条

一
項
を
適
せ
ず
、
債
権
者
A
は
ま
ず
債
務
者
甲
所
有

の
ω
不
動
産

の
売
却
代
金
か
ら
優
先
弁
済
を
受
け
、
そ
れ
で
な
お
不
足
す
る
場
合
、
物
上
保

証
人
乙
所
有
の
回
不
動
産
の
売
却
代
金
か
ら
配
当
を
受
け
る
と
す
る
も

の
で
あ
り
、

⑱
は
民
法
三
九
二
条

一
項
を
適
用
し
て
各
不
動
産
の
売
却
価
格
に
よ

っ
て
A
の
債
権
額
を
按
分
し
て
割
付
け
、
A
は
満
足

の
配
当
を
受
け

る
。
次
い
で
物
上
保
証
人
乙

は
回
不
動
産

に
対
す
る
割
付
額
に
よ
り
負
担
し
た
金
額

に
つ
き
、
債
務
者
甲
所
有
ω
不
動
産

の
売
却
代
金

の
内
よ
り
A
債
権

の
割
付
額
を
差
引

い
た
残
額

に
対
し
、
民
法

五
〇

一
条

に
よ
り
A
の
抵
当
権
に
代
位
す

る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
右
⑬

の
考
え
方
は
無
用

の
過
程
を
経
る
も

の
と
い
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
割
付
と
は
負
担
額

の
限
度
を
定

め
る
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

一
旦
割
付
し
た
額

の

残
額
に

つ
き
代
位
を
認
め
る
と

い
う

の
で
あ
れ
ぽ
割
付

の
意
味
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
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日
、
そ
れ
で
は
同
時
配
当

の
場
合
に
、
ω

の
ケ
ー
ス
以
外

で
は
民
法
三
九

二
条

一
項
の
適
用
を
排
除
す

る
の
が
妥
当

で
あ

ろ
う
か
。
前
記
ω
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
或
い
は

ω

の
ケ
ー
ス
の
例
を
少
し
変

え
て
、
ω
不
動
産

に
も
債
権
者
C
の
第

二
順
位
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
先
順
位
者
A

へ
の
配
当

に
つ
き
、
各
不
動
産

の
割
付
負
担
額
を
定
め
る
こ
と
が

必
要

で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
場
合
割
付

の
根
拠
と
な

る
法
条

は
民
法
三
九
二
条

一
項
以
外
に
は
あ
り
え
な

い
と
思
わ
れ

る
。
け
だ
し
民
法
五
〇

一
条

三
号
、
四
号

の
趣
旨

に
よ
り
、
最
終
的
に
民
法
三
九

二
条

一
項
と
同
じ
結
論
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
民
法
五
〇

一
条
の
規

定
は
本
来
物
上
保
証
人
間
等

の
求
償
関
係

の
規
定

で
あ
り
、
右
割
付
配
分
額
を
直
接

に
定

め
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が

っ
て
民
法
三
九
二
条

一

項
の
規
定
の
適
用
を
排
除
し
て
、
民
法

五
〇

一
条

の
趣
旨

に
よ

っ
て
割
付
配
分
を
定

め
る
と
い
う

の
は
無
用

の
回
り
道
を
す

る
も

の
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
⑧
の
ケ
ー
ス
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
場
合
民
法
三
九

二
条

一
項

の
適
用
が
な
い
と
す
れ
ば
、
ま
ず

A
の
債
権
は
ど

の
不
動
産

の
競
売
代
金
か
ら
配
当
を
受

け

る
の
か
、
直
接
に
規
定
す

る
法
規
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ

の
場
合
右
規
定

の
適
用
を
排
除
し
て
、
前
記
口
、
④

の
考
え
方
を
と

っ
て
も
配
当
額

の
結
果
は
同
じ
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
民
法

三
九

二
条

一
項
を
排
除
し
、
右
口
、
④
の
考
え
方
を
と

る
根
拠
が
明
確
で
は
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
右
口
、
④
の
考
え
方

は
、
債
務

者

の
提
供
し
た
抵
当
物
と
物
上
保
証
人

の
提
供
し
た
抵
当
物
と
に
対
し
て
共
同
抵
当
権
の
及
ぶ
効
力
に
法
律
的
に
優
劣
を
つ
け
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ

る
が
、
後
述
の
と

お
り
、
こ
れ
は
債
務
者
と
物
上
保
証
人

の
間

の
債
権
的
関
係
を
物
権
的
関
係

で
あ
る
抵
当
権
の
効
力
に
ま
で
及
ぼ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
不
当
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
⑧
、
ω

の
ヶ
ー
ス
に
お
い
て
民
法
三
九

二
条

一
項
の
適
用
を
排
除
す

る
こ
と
に
は
合
理
的
理
由
は
な
い
し
、
排
除
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
問
題
を
徒
ら
に

複
雑
化
す

る
も

の
と

い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

以
上
判
例
の
見
解

の
よ
う

に
、
③
、
ω

の
ヶ
ー
ス
に
お
け

る
異
時
配
当

に
お
い
て
民
法
三
九

二
条

二
項
の
適
用
を
排
除
す

る
こ
と
に
合
理
的
理
由
が
な
い
と
思
わ
れ
る

の
と
同
様

に
、
⑧
、
ω

の
ヶ
ー
ス
の
同
時
配
当

に
お
い
て
民
法
三
九
二
条

一
項

の
適
用
を
排
除
す

る
こ
と
も
同
様
に
相
当

で
な
い
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

七
、
最
後
に
、
②

の
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
判
例
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
物
上
保
証
人

は
債
務
老

の
提
供
し
た
共
同
抵
当
物
件

か
ら
自
己

の
求
償
権
の
満
足
を

得
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
理
由

に
民
法

三
九

二
条

二
項

の
適
用
を
排
除
す

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
物
上
保
証
人
と

い
う

の
は
言
う
ま
で
も
な
く
債
務
者
以

外
の
者
を
指
す
の
で
あ
り
、
登
記
名
義
上
債
務
者
以
外

の
者
が
そ

の
所
有
名
義
不
動
産
を
抵
当
権

の
目
的
と
し
て
提
供
し
た
場
合
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
物

上
保
証
人

で
あ
る
か
ど
う
か
を
形
式
的
名
義
に
よ

っ
て
定
め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
も
、
か
か
る
形
式

に
よ

っ
て
定

め
ら
れ
た
物
上
保
証
人
に
お
い
て
判
例
の
所

謂
保
護
さ
れ
る
べ
き

「
期
待
」
が
常

に
存
在
す
る
と
解
す
る
こ
と
は
不
当

で
あ
る
。
即
ち
右

の

「
期
待
」
を
有
す
る
物
上
保
証
人

は
、
当
該
不
動
産

に
つ
き
債
務
者
と
全

民
法
三
九
二
条
に
つ
い
て
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大
手
前
女
子
短
期
大
学

・
大
手
前
栄
養
文
化
学
院

「研
究
集
録
」

く
独
立

の
利
害
な
い
し
立
場
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆

に
い
え
ば
、
例
え
ば
債
務
者
が
当
該
不
動
産
を
実
質
的

に
所
有
し
て
い
る
が
、
所
有
名
義
を
他
人

に
借
り
て
い
る
場
合
、
或

い
は
共
同
事
業
者

で
実
質
的
経
済
的

に
債
務
者
と
共
同
し
て
債
務
を
負
担
す
べ
き
立
場
に
あ
る
者

の
場
合
な
ど
に
お
い
て
は
、
右

の

「
期
待
」

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ

る
。

我
国

の
現
状

に
お
い
て
不
動
産
を
所
有
す
る
に
つ
き
親
族
、
知
人
、
従
業
員
、
法
人
な
ど
他
人
名
義
が
ほ
し
い
ま
ま
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
か

か
る
他
人
名
義
を
使
用
す
る
こ
と

は
、
抵
当
権
の
設
定
前

に
生
じ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
設
定
後

に
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。
作
為
的
に
名
義
の
譲
渡
変
更
が
な
さ
れ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
後
順
位
抵
当
権
設
定
後

に
所
有
名
義

の
変
更

の
あ

っ
た
場
合
に
、
譲
受
人
が
単
に
名
義
を
貸
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
き
は
勿
論
の
こ
と
、
譲
受
人
が
実
質

的
利
害
を
以

っ
て
譲
受
け
た
と
き

に
お
い
て
も
、
譲
受
人

に
は
右

の

「
期
待
」
は
な
い
と
い
う
べ
き

で
あ
り
、
保
護
さ
れ
る
理
由
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
形
式
的
に
定
め
ら
れ
る
物
上
保
証
人

に
常

に
右

の

「
期
待
」
が
あ
り
、
こ
れ
が
保
護
さ
れ
る
と
解
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
り
、
形
式
的

に
物
上
保
証
人
所
有

の
不
動
産
が
共
同
抵
当
物
件

の

一
部

に
な

っ
て
い
る
と
き
に
、
そ

の
こ
と
を
も

っ
て
括

一
的

に
民
法

三
九

二
条

二
項

の
適
用
を
排
除
す
る
と
解
す
る

の
は
行
き
過
ぎ
と

い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
形
式
的

に
は
物
上
保
証
人

に
該
当
す
る
場
合

で
あ

っ
て
も
、
実
質
的
、
具
体
的
に
保
護
す
べ
き

「
期
待
」
を
認

め
う
る
場
合

で

あ
る
か
ど
う
か
、
検
討
さ
れ
る
べ
き

こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

八
、
思
う
に
、
抵
当
権

の
目
的
物

に
及
ぶ
効
力
は
、
そ

の
目
的
物
が
債
務
者
の
所
有
物

で
あ
る
と
、
物
上
保
証
人

の
所
有
物
で
あ
る
と
優
劣

は
な

い
の
で
あ
り
、
共
同
抵

当

の
場
合

に
お
け

る
利
害
関
係
を
調
整
す

る

一
般
的
規
定
が
民
法
三
九

二
条

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
②
の
ケ
ー
ス
の
判
例
は
、
物
上
保
証
人

の
利
益
を
後
順
位
抵
当
権
者

の
利
益
に
優
先
さ
せ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
物
上
保
証
人
と
債
務
者
と

の
間

の
内
部
的
債
権
関
係

に
お
い
て
、
後
者
が
全
責
任
を
負
う
べ
き
と

い
う
関
係
を
、
第

三
者

で
あ
る
後
順
位
抵
当
権
者
に
物
権
的
に
承
認
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
抵
当
権

の
目
的
物
に
及
ぶ
効
力
に
優
劣
な
い
し
順
位
を

つ
け

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
前
記
六
、
口
、
④
に
お
い
て
、
ま
ず
債
務
者
所
有
不
動
産

の
競
売
代
金
か
ら
先
順
位
者
A
の
債
権
の
配
当
を
す
る
と
い
う
考
え
方
も
、
抵
当
権
の
及
ぶ
効
力

に
順
位

を

つ
け
る
も
の
で
あ
る
が

、
こ
れ
も
債
務
者
が
ま
ず
負
担
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
債
権
関
係
的
発
想

に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
か
か
る
債
権
的
関
係

に
ょ
り
物
権
的
関
係
で
あ
る
抵
当
権

の

一
般
的
な
効
力

で
あ
る
優
劣
な
い
し
順
位
を
決
定
な

い
し
変
更
す
る
に
は
明
文
に
ょ
る
根
拠
が
必

要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
②

の
ケ
ー
ス
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
第
二
順
位

の
抵
当
権
者

の
す
る
代
位
と
物
上
保
証
人

の
す
る
代
位
と
が
衝
突
す

る
場
合
に
は
、
後
方
が
保
護

さ
れ
る
と
す
る
が
、

こ
れ

は
民
法
三
九

二
条

二
項

の
原
則
を
民
法
五
〇
〇
条
、

五
〇

一
条

に
よ
り
排
除
す
る
趣
旨
と

理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

し
か
し
物
上
保
証
人
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は
民
法

五
〇

一
条

に
よ
り
債
権
者
の

一
番
抵
当
権
を
代
位
取
得
す

る
け
れ
ど
も
、
同
条

は
本
来
民
法
三
五

一
条
、
三
七
二
条

に
ょ
る
物
上
保
証
人

の
求
償
権
を
確
実
に
す

る
た
め
の
補
充
的
、
二
次
的
な
権
利
な
い
し
制
度
で
あ
る
に
す
ぎ
な

い
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
規
定

の
趣
旨

に
お
い
て
、
民
法
三
九

二
条

の
原
則
を
論
理
的
、

一
般
的
に
排
除
す
る
も
の
で
は
な

い
。
物
上
保
証
人
と
後
順
位
抵
当
権
者
と

の
各
利
益
が
相
衝
突
す

る
場
合
に
、
民
法
三
九

二
条

の
原
則
に
ょ
り
割
付
額

の
限
度

で
物
上

保
証
人

の
犠
牲
を
容
認
す
る
か
、
民
法
三
九

二
条

の
原
則
を
排
除
し
て
物
上
保
証
人

の
利
益
を
保
護
す
る
か
は
価
値
観

の
問
題
で
あ
り
、
判
例
は
後
者

の
見
解
を
選
択
す

る
わ
け
で
あ
る
が
、
右

に
述
べ
た
と
お
り
、
②

の
ヶ
ー
ス
で
、
し
か
も
実
質
的
利
害
を
有
す
る
物
上
保
証
人

の
場
合
に
お

い
て
右
選
択

の
実
質
的
理
由
は
理
解
で
き

る
と

し
て
も
、
単
な
る
形
式
的
な
物
上
保
証
人

の
場
合
、
さ
ら
に
㈲
、
ω

の
ケ
ー
ス
の
場
合
も
含
め
て

一
般
に
物
上
保
証
人
が
登
場
し
た
場
合

に
は
、
民
法
三
九
二
条

の
適
用

を
排
除
す
る
と
解
す
る
こ
と

の
実
質
的
理
由
の
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
実
質
的
意
味

に
お
い
て
も
、
民
法

五
〇

一
条
が

一
般
的

に
同
法

三
九

二
条
を
排
除
す
る
規
定

で
あ
る
と
は
認
め
難

い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

の
ヶ
ー
ス
で
民
法
三
九

二
条

を
排
除
す

る
判
例
の
実
質
論

は
理
解

で
き

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
価
値
判
断
が
絶
対
的
と
も
言

い
切
れ
な
い
。
②
の
ヶ
ー
ス
の
実
質
的
理

由

の
あ

る
場
合
に
の
み
同
条

の
適
用
を
排
除
す

る
と

い
う

こ
と

の
形
式
法
文
条

の
根
拠
も
明
ら
か
で
な
い
と

い
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

以
上

の
結
論
と
し
て
、
判
例

の
見
解

に
は
賛
成
し
難
く
、
民
法

三
九

二
条

は
物
上
保
証
人
も
含
め
て
共
同
抵
当
権
に
適
用
さ
れ
る

一
般
的
規
定
で
あ

る
と
統

一
的
に
理

解
す
べ
き

で
あ
り
、
物
上
保
証
人

は
そ

の
提
供
す
る
不
動
産

の
価
額
に
応
じ
た
負
担
額
は
自
分

の
損
失
に
帰
す
る
も
已
む
を
え

ぬ
と
覚
悟
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
旧
我
妻

説
を
今
な
お
妥
当
と
考
え
る
次
第

で
あ
る
。
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民
法
三
九
二
条
に
つ
い
て


